
　医療事故調査制度（以下：本制度）は2015年に始

まり、10年が過ぎました。本制度では、医療に起

因する、またはその疑いがあり、かつ、予期しない

死亡を対象としています。このような死亡事例が発

生した場合、できるだけ病理解剖を実施し、死因の

手がかりを得ることが望まれます。

●予期しない死亡が発生した場合の
　死因を検索する一方法
　予期しない死亡が発生した場合の死因を検索する

方法の一つとして、病理解剖があります。病理解剖

は遺族の承諾を得た上で、「患者さんのご遺体を解

剖し、臓器、組織、細胞を直接観察して詳しい医学

的検討を行うことです。これによってきわめて精度

の高い病理診断ができ、死因を正しく理解し、治療

の適切性についても検討することができます」1,2）。

血液検査や画像検査などから臨床的に死因を推定す

ることは可能ですが、病理解剖では死因に関係する

臓器の肉眼的および顕微鏡的な所見を直接確認する

ことができます。

　以下に「診療行為に関連した死亡の調査分析モデ

ル事業（以下：モデル事業）」（2005年9月～ 2015年

3月）で行われた病理解剖の中で、客観的に死因が

説明できた事例のうち2事例について紹介します。

　1つ目は、腎臓摘出術中に大量出血した事例で

す3）。病理解剖の結果、患者の血管壁が器質的に脆

弱であったため、手術操作による血行動態の変化で

術野から離れた血管に負荷がかかり損傷したと解明

されました。

　2つ目は、成人男性が熱中症と診断されて死亡し

た事例で、病理解剖により食事塊が十二指腸球部に

詰まっていることが判明しました4）。この患者は十

二指腸潰瘍の既往がありました。潰瘍の瘢痕化によ

り球部周辺に高度な狭窄が生じ、そこに食事塊が詰

まったことで、水分が腸管に到達・通過できず高度

の脱水状態に至った結果、熱中症と診断されたとの

結論に至りました。

●本制度における病理解剖の実施状況
　予期しない死亡は、1施設において年間に1件あ

るかないかです。病床規模により微差はありますが、
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